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度より遅い」という対立仮説を片側 2 標本 t 検定を用いて検定
した．結果を表 1に示す．結果より sub.A,B,Dは運転能力が低
下していることを示唆した．その後片側 2標本 t検定の p値が
最小時の 2 標本の分割を探索することで，いつ運転能力が変動
したかを把握した．
表 1 計測終了前 3か月間と計測開始後 3か月間の平均速度の有意差
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グした結果を図 3 に．ラベル付けした結果を図 4 に示す．この
例では逸脱した運転が 2パターン存在している．
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